
 雨の多い日が続いていますね。計画停電が実施されるかもしれないとのこと。前日に発表さ

れたら、あわてて該当する時間帯の患者様に予約の変更や取消のお電話をかけなければなりま

せん。ご連絡のつかない方にどうすればよいものかと思案しているところです。できれば当院

の携帯メールシステムにご登録いただきますようお願いいたします。猛暑にならないことを祈

るばかりです。 

 6 月 27 日に 3 回目の予防医学講演会を行いました。当日は雨の降る中を、たくさんの方に

お越しいただき本当にありがとうございました。専門分野である歯科領域ばかりでなく、栄養

療法の学びを通して最先端のお仕事をなさっておられる先生方とお近付きになることができ、

たくさんのことを教えていただいております。それを少しでも当院の患者様にお知らせして、

健康に役立てていただきたいと思っています。いろいろと不手際な点もあり、ご迷惑をお掛け

致しましたが、来年は更に喜んでいただけるよう努力して参りたいと存じます。 

 歯科治療というと、「怖い」「痛い」というイメージがあるものです。7月から玄関周りを花

で素敵に飾ることになりました。季節によって色々な種類の花がお目見えします。ガーデニン

グ屋さんのお話では、日当たりや面積の関係で、実力を試される場所だそうです。「メルヘン

ティックなイメージでお願いします」とお話ししています。「行くのが楽しみ」と思っていた

だけると嬉しいです。 
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｢ただいまぁ。お腹すいた。今日のご飯は何?｣を大切に 

                        NPO 法人霧島食育研究会代表 

                                          千葉 しのぶ 

  

私は、｢自分が大事にされた｣という思いがある子は、きついとき、つらいと

きに自分で自分を諦めないと思っています。だけど、｢自分はあんまり大事にさ

れなかった｣という思いを持って育った子は、自分で自分を早く諦めるような気

がしています。｢もういいや。もうやめよう｣って。 

  

お父さんお母さんが｢あんたのこと大事だよ｣とか｢大好きだよ｣と言ったとし

ても、毎日、冷凍食品、レトルト食品、インスタント食品ばかりだったらどう

でしょうか。子どもは誰でも気付きます。｢ああ、自分はあんまり大切にされて

いないな｣と。 

 でも親になってみれば、きついとき、つらいときがあります。子どもに夕食

を作ってあげられないときもあります。そんなときは、ごはんとみそ汁だけで

もいい、惣菜を買ってきたっていいし、外食したっていい。ご飯しかなくても｢今

日はおにぎりパーティーよ｣と言って、楽しく食べたらいいんです。 

 でも絶対に、自分の子どもの前で｢ご飯を作るのが面倒だ｣とだけは言わない

で欲しいのです。それは、子どもはたぶん何も言わないけれど、心のどこかで｢お

母さんが作ったご飯を食べてしか生きていけないのに、お父さんがご飯作って

くれるのを待っているのに、面倒なのはご飯を作ることじゃなくて、私を育て

ることじゃないの?私のこと本当に大事なの?｣という子どものつらい声が聞こ

えるような気がするからです。 

  

今、私がとても気になっていることは、若いお￥母さんたちにとって食育がつ

らいものになっているんじゃないかということです。家族のために一生懸命に

働き、くたくたで帰ってくる。その上、｢近頃のお母さんは手作りのおやつも作

らない｣とか言われる。そこにさらに｢食育が大事です｣と言われると、｢もうい

い｣という気持ちになりますよね。 

 でも私は、そんなお母さんたちに｢そうじゃない｣って言いたいんです。｢どん

なものだっていい。お母さんがご飯を作るということがどんなに子どもにとっ

て嬉しいことか｣って。食育がお母さんにとってつらくないものになるよう願っ

ています。 

  

 



子育てって楽しいことだけじゃないですよね。でも、せめて食卓を通して我

が子の心の中に温かい思い出を残して欲しいのです。 

 子どもたちに言いたいことがあります。｢ご飯を作ってくれたお母さんお父さ

んに、一言、『ありがとう、美味しかった』と言うだけで、お母さんお父さんの

心の中に温かい食卓の思い出ができるんだよ｣って。縁あって親子になったので

すから、お互いの心の中に、温かい食卓の思い出を残してもらいたいと願って

います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

私が子供の頃は、ほとんどの母親が専業主婦で、学校から帰ると「お帰り」

と出迎えてくれ、おやつを用意してくれたものでした。おやつを食べながら学

校の話をしたり、その後、一緒にスーパーに行って夕食の買い物をし、料理を

手伝ったりしていました。お稽古事も女の子はせいぜいピアノくらいで、夕食

を食べながら 1 日の話をゆっくりしたものです。 

 今は子供たちが外で遊ぶ声もほとんど聞こえません。親も子もとても忙しく

しています。塾やお稽古から帰ったら、お風呂、宿題、ご飯とバタバタして、

お手伝いをさせる余裕もありません。私自身も時間に追われる生活をしている

有様で、手のかかった料理などできません。お母さんがエプロンを掛けて、包

丁の音をコトコトさせながら料理をしている姿など、我が家の子供たちの記憶

には残っていないかもしれないと思うと少し寂しい気持ちがします（勤務医時

代は結構まめに作っていたのですよ）。 

 でも、このお話を読んで、料理をする時に「面倒くさい」という気持ちだけ

は持たないようにしようと思いました。食べ物の思い出というものは人生の根

幹をなすものであると思うのです。お母さんが作ってくれたお料理は年をとっ

ても懐かしく思い出されるものでしょう。家族のことを大切に思いながらご飯

を作りたいものです。 
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